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(57)【要約】
【課題】多様性のあるコンテンツを生成すること。
【解決手段】本願に係るコンテンツ生成装置は、抽出部
と、生成部とを備える。抽出部は、所定表示領域に表示
される対象として受け付けられた第１コンテンツに関連
する第２コンテンツであって、第１コンテンツの提供主
以外の提供主によって提供される第２コンテンツを抽出
する。生成部は、第１コンテンツと抽出部により抽出さ
れた第２コンテンツとを、テキストを表示する領域と画
像を表示する領域とが予め設定された所定の形式に組み
込むことで、第１コンテンツと第２コンテンツとを組み
合わせて、所定表示領域に表示される第３コンテンツを
生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定表示領域に表示される対象として受け付けられた第１コンテンツに関連する第２コ
ンテンツであって、第１コンテンツの提供主以外の提供主によって提供される第２コンテ
ンツを抽出する抽出部と、
　前記第１コンテンツと前記抽出部により抽出された第２コンテンツとを、テキストを表
示する領域と画像を表示する領域とが予め設定された所定の形式に組み込むことで、当該
第１コンテンツと当該第２コンテンツとを組み合わせて、前記所定表示領域に表示される
第３コンテンツを生成する生成部と、
　を備えたことを特徴とするコンテンツ生成装置。
【請求項２】
　所定のコンテンツの取得要求を受信する受信部と、
　前記受信部により取得要求が受信された場合に、前記生成部により生成された第３コン
テンツを前記所定のコンテンツとして配信する配信部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ生成装置。
【請求項３】
　前記配信部は、
　前記第１コンテンツの提供主が、前記第１コンテンツと任意の第２コンテンツとが組み
合わされて配信されることについて承諾している場合に、前記生成部により前記第１コン
テンツと任意の第２コンテンツとが組み合わされて生成された第３コンテンツを前記所定
のコンテンツとして配信する、
　ことを特徴とする請求項２に記載のコンテンツ生成装置。
【請求項４】
　前記抽出部は、
　複数の第２コンテンツから、前記第１コンテンツが属するカテゴリと各第２コンテンツ
との関連性に基づいて、第２コンテンツを抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項５】
　前記抽出部は、
　前記第１コンテンツが属するカテゴリに関連付けられたキーワードと、前記各第２コン
テンツに関連付けられたキーワードとの関連性に基づいて、第２コンテンツを抽出する、
　ことを特徴とする請求項４に記載のコンテンツ生成装置。
【請求項６】
　前記抽出部は、
　前記第３コンテンツの配信先となる端末装置のユーザに関する情報、又は、前記コンテ
ンツに含まれる情報に基づいて、第２コンテンツを抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項７】
　前記第３コンテンツの評価に関する評価情報を取得する評価取得部
　をさらに備え、
　前記抽出部は、
　前記評価取得部により取得された評価情報に基づいて、第２コンテンツを抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項８】
　前記評価取得部は、
　前記評価情報として、前記第３コンテンツの配信先となる端末装置のユーザによって当
該第３コンテンツが選択される回数、又は、前記所定表示領域に第３コンテンツが表示さ
れることで前記第１コンテンツの提供主が得た利益に関する情報を取得する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のコンテンツ生成装置。
【請求項９】
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　前記抽出部は、
　前記評価取得部により取得された評価情報に基づいて、過去に生成した第３コンテンツ
のうち評価が高い第３コンテンツに含まれる第２コンテンツほど優先的に抽出する、
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１０】
　前記生成部は、
　前記評価取得部により取得された評価情報に基づいて、過去に生成した第３コンテンツ
のうち評価が高い第３コンテンツに対応する前記所定の形式ほど優先的に用いて、新たな
第３コンテンツを生成する、
　ことを特徴とする請求項７～９のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１１】
　前記生成部は、
　前記評価取得部により取得された評価情報に基づいて、過去に生成した第３コンテンツ
のうち評価が高い第３コンテンツと同一又は類似の新たな第３コンテンツを生成する、
　ことを特徴とする請求項７～１０のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１２】
　前記生成部は、
　前記所定の形式として、予め決められている複数の形式のいずれかの形式に対応するよ
うに加工された前記第２コンテンツと、前記第１コンテンツとを組み合わせることによっ
て第３コンテンツを生成する、
　ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１３】
　前記生成部によって生成された第３コンテンツが所定の端末装置に配信されることで得
られた収益の一部を、前記第２コンテンツを提供した提供主に分配する分配部
　をさらに備えることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一つに記載のコンテンツ生
成装置。
【請求項１４】
　前記抽出部は、
　前記第１コンテンツであるテキストに関連する画像を前記第２コンテンツとして抽出し
、
　前記生成部は、
　前記テキストと前記抽出部により抽出された画像とを組み合わせることによって、前記
第３コンテンツを生成する、
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１５】
　前記抽出部は、
　前記第１コンテンツに関連する前記第２コンテンツであって、所定の審査を経た第２コ
ンテンツを抽出し、
　前記生成部は、
　前記第１コンテンツと前記所定の審査を経た第２コンテンツとを組み合わせることによ
って、前記第３コンテンツを生成する、
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１６】
　前記抽出部は、
　過去に抽出した第２コンテンツから、前記第１コンテンツに関連する第２コンテンツで
あって、前記第１コンテンツの提供主以外の提供主によって提供される第２コンテンツを
抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～１５のいずれか一つに記載のコンテンツ生成装置。
【請求項１７】
　コンピュータが実行する生成方法であって、



(4) JP 2017-191615 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

　所定表示領域に表示される対象として受け付けられた第１コンテンツに関連する第２コ
ンテンツであって、第１コンテンツの提供主以外の提供主によって提供される第２コンテ
ンツを抽出する抽出工程と、
　前記第１コンテンツと前記抽出工程により抽出された第２コンテンツとを、テキストを
表示する領域と画像を表示する領域とが予め設定された所定の形式に組み込むことで、当
該第１コンテンツと当該第２コンテンツとを組み合わせて、前記所定表示領域に表示され
る第３コンテンツを生成する生成工程と、
　を含んだことを特徴とするコンテンツ生成方法。
【請求項１８】
　所定表示領域に表示される対象として受け付けられた第１コンテンツに関連する第２コ
ンテンツであって、第１コンテンツの提供主以外の提供主によって提供される第２コンテ
ンツを抽出する抽出手順と、
　前記第１コンテンツと前記抽出手順により抽出された第２コンテンツとを、テキストを
表示する領域と画像を表示する領域とが予め設定された所定の形式に組み込むことで、当
該第１コンテンツと当該第２コンテンツとを組み合わせて、前記所定表示領域に表示され
る第３コンテンツを生成する生成手順と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とするコンテンツ生成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ生成装置、コンテンツ生成方法及びコンテンツ生成プログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットの飛躍的な普及に伴い、インターネットを介した広告配信が盛ん
に行われている。例えば、ウェブページの所定の位置に、企業や商品等を宣伝する広告コ
ンテンツを表示し、かかる広告コンテンツがクリックされた場合に、広告主のウェブペー
ジへ遷移させる広告配信が行われている。
【０００３】
　このような広告配信に関する技術として、テキストによる広告コンテンツが表示される
はずの表示領域に、テキストに広告主サイトのサムネイル画像が挿入された広告コンテン
ツを配信する技術が知られている（例えば、非特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】“Automatic　Image　Extensions　for　GDN　Text”、［online］、［
平成２６年５月２８日検索］、インターネット＜http://sem-labo.net/blog/2014/04/17/
0933/＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の従来技術では、多様性のあるコンテンツを生成することができる
とは限らない。具体的には、上記の技術では、テキスト広告を入稿した広告主のウェブサ
イトで用いられているサムネイル画像が表示されるため、同一の広告主から提供されるバ
ナー広告などの画像付き広告コンテンツと差異のあるコンテンツが生成されるとは限らな
い。
【０００６】
　本願は、上記に鑑みてなされたものであって、多様性のあるコンテンツを生成すること
ができるコンテンツ生成装置、コンテンツ生成方法及びコンテンツ生成プログラムを提供
することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願に係るコンテンツ生成装置は、所定表示領域に表示される対象として受け付けられ
た第１コンテンツに関連する第２コンテンツであって、第１コンテンツの提供主以外の提
供主によって提供される第２コンテンツを抽出する抽出部と、前記第１コンテンツと前記
抽出部により抽出された第２コンテンツとを、テキストを表示する領域と画像を表示する
領域とが予め設定された所定の形式に組み込むことで、当該第１コンテンツと当該第２コ
ンテンツとを組み合わせて、前記所定表示領域に表示される第３コンテンツを生成する生
成部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　実施形態の一態様によれば、多様性のあるコンテンツを生成することができるという効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係るコンテンツ生成処理の一例を示す図である。
【図２】図２は、実施形態に係る広告装置の構成例を示す図である。
【図３】図３は、実施形態に係る広告コンテンツ記憶部の一例を示す図である。
【図４】図４は、実施形態に係る画像記憶部の一例を示す図である。
【図５】図５は、実施形態に係る広告フォーマット記憶部の一例を示す図である。
【図６】図６は、実施形態に係る配信実績記憶部の一例を示す図である。
【図７】図７は、実施形態に係る広告生成システムによる生成処理手順を示すシーケンス
図である。
【図８】図８は、実施形態に係る広告装置による生成処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図９】図９は、広告装置の機能を実現するコンピュータの一例を示すハードウェア構成
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本願に係るコンテンツ生成装置、コンテンツ生成方法及びコンテンツ生成プロ
グラムを実施するための形態（以下、「実施形態」と呼ぶ）について図面を参照しつつ詳
細に説明する。なお、この実施形態により本願に係るコンテンツ生成装置、コンテンツ生
成方法及びコンテンツ生成プログラムが限定されるものではない。また、以下の各実施形
態において同一の部位には同一の符号を付し、重複する説明は省略される。
【００１１】
〔１．広告生成処理〕
　まず、図１を用いて、実施形態に係るコンテンツ生成処理の一例について説明する。図
１は、実施形態に係るコンテンツ生成処理の一例を示す図である。図１では、広告生成シ
ステム１を例に挙げて、コンテンツ生成処理の一例として、広告生成処理について説明す
る。具体的には、図１では、広告生成システム１に含まれる広告装置１００が、テキスト
で構成される広告コンテンツ（以下、「テキスト広告」と表記する場合がある）と、テキ
スト広告に関連する画像とを所定の形式で組み合わせることにより、新たな広告コンテン
ツを生成する処理について説明する。
【００１２】
　図１に示すように、広告生成システム１には、端末装置１０と、画像提供装置２０と、
広告装置１００とが含まれる。広告装置１００は、図示しないネットワークＮ（例えば、
インターネット）を介して、端末装置１０及び画像提供装置２０と通信可能に接続される
。なお、広告生成システム１に含まれる端末装置１０や画像提供装置２０の台数は、図１
に示した例に限られない。
【００１３】
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　端末装置１０は、一般ユーザによって利用される情報処理装置である。具体的には、端
末装置１０は、ユーザがウェブページ等を閲覧するために利用される。端末装置１０は、
例えば、スマートフォンやタブレット端末やＰＤＡ（Personal　Digital　Assistant）等
の移動端末や、デスクトップ型ＰＣ（Personal　Computer）や、ノート型ＰＣ等である。
【００１４】
　画像提供装置２０は、画像の利用を希望する者に画像を提供するサーバ装置である。具
体的には、画像提供装置２０は、画像投稿者から画像の投稿を受け付け、受け付けた画像
を保持する。そして、画像提供装置２０は、画像提供装置２０が保持する画像の利用を希
望する者から、画像取得に関するリクエストを受け付ける。そして、画像提供装置２０は
、リクエストに対応する適切な画像を抽出し、抽出された画像をリクエスト送信先に提供
する。
【００１５】
　広告装置１００は、端末装置１０から広告コンテンツの配信要求を受け付けるとともに
、広告生成処理を行うサーバ装置である。具体的には、広告装置１００は、広告主から入
稿されたテキスト広告と、画像提供装置２０から提供される画像とを組み合わせて、端末
装置１０に配信する新たな広告コンテンツを生成する。以下、図１を用いて、広告生成シ
ステム１による広告コンテンツの生成処理を流れに沿って説明する。
【００１６】
　まず、図１に示した例において、広告装置１００は、テキスト広告の配信を所望する広
告主から、ウェブページに含まれる広告枠に表示される対象として、テキスト広告の入稿
を受け付ける（ステップＳ１０）。広告装置１００は、入稿されたテキスト広告を保持す
る。そして、広告装置１００は、端末装置１０から広告コンテンツの配信要求を受け付け
るまで待機する。
【００１７】
　ここで、端末装置１０がウェブページを表示する処理を行うとする。端末装置１０は、
図示しない所定のウェブサーバにアクセスすることでウェブページを取得する。そして、
端末装置１０は、端末装置１０の表示部１１に取得したウェブページを表示する。ウェブ
ページは、記事等の各種情報を含むコンテンツである。ウェブページには、広告コンテン
ツを表示するための表示領域である広告枠１２が含まれる。広告枠１２は、例えば、ＨＴ
ＭＬ（HyperText　Markup　Language）によりウェブページにおける位置やサイズが定義
される。
【００１８】
　そして、端末装置１０は、ウェブページを表示する際に、広告枠１２に埋め込まれた広
告リクエストを広告装置１００に送信する（ステップＳ１１）。広告リクエストとは、例
えば、ＨＴＭＬやＸＭＬ(Extensible　Markup　Language)によって記述されたＨＴＴＰ（
HyperText　Transfer　Protocol）リクエスト等であり、広告枠１２で表示される広告コ
ンテンツの取得を要求する制御情報である。すなわち、端末装置１０は、広告装置１００
から広告コンテンツの配信を受けるために、広告リクエストを広告装置１００に送信する
。
【００１９】
　端末装置１０から広告リクエストを受信した広告装置１００は、広告リクエストに対応
するテキスト広告を選出する（ステップＳ１２）。なお、選出されるテキスト広告とは、
広告装置１００によって後述する広告生成処理が行われない場合であれば、端末装置１０
にそのまま配信される広告コンテンツであることを意味する。例えば、広告装置１００は
、ウェブページに含まれる記事の内容や、端末装置１０を操作するユーザの行動履歴など
に基づいて、端末装置１０のユーザにとって訴求力があると想定されるテキスト広告を選
出する。図１の例では、広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１を選出するものとする。
【００２０】
　続いて、広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１と組み合わせて新たな広告コンテンツ
を生成するために、選出されたテキスト広告Ｃ１１に関連する画像を取得する処理を行う
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。ところで、広告装置１００が、テキスト広告Ｃ１１とテキスト広告Ｃ１１に関連する画
像とを用いて新たな広告コンテンツを生成する場合、新たな広告コンテンツに含まれる画
像は、テキスト広告Ｃ１１を入稿した広告主以外の者が提供元である画像が望ましい。す
なわち、広告主によって提供されるウェブページ（ランディングページ等と呼ばれる）等
に表示される画像には数に限りがあるため、広告主が提供する画像のみを用いて広告コン
テンツの生成処理を行う場合、同じような広告コンテンツが繰り返し生成され、多様性の
ある魅力的な広告コンテンツが自動で生成されないおそれがある。また、広告主が提供す
る画像を用いて広告コンテンツを生成すると、同一の広告主から提供されるバナー広告な
どの画像付き広告コンテンツと差異のある広告コンテンツが生成されにくい。そのため、
広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１の広告主が入稿する画像付き広告コンテンツや、
テキスト広告Ｃ１１をクリックした場合のリンク先のウェブページであるランディングペ
ージ（Landing　Page）において使用されている画像以外の画像を用いて、新たな広告コ
ンテンツを生成する。これにより、広告装置１００は、一般に広告主と関連のある画像と
して認識されている画像を利用せずに、広告コンテンツを生成することができる。このこ
とは、生成される広告コンテンツの多様性を担保するので、広告装置１００は、目新しい
印象を与える広告コンテンツをユーザに提供できる。
【００２１】
　そこで、広告装置１００は、画像の取得にあたって、画像提供装置２０を利用する。す
なわち、広告装置１００は、選出されたテキスト広告Ｃ１１に関連する画像を取得するた
めに、画像取得のリクエストを画像提供装置２０に送信する（ステップＳ１３）。選出さ
れたテキスト広告Ｃ１１に関連する画像とは、例えば、テキスト広告Ｃ１１が属するカテ
ゴリを示すキーワードと関連性のある画像のことをいう。具体的には、選出されたテキス
ト広告Ｃ１１に関連する画像とは、テキスト広告Ｃ１１が「自動車」のカテゴリに属する
広告である場合には、「自動車」のカテゴリを示すキーワードである「車」や、「ドライ
ブ」や、「乗り物」などと関連性のある画像のことをいう。上述のように、画像提供装置
２０が保持する画像は、画像投稿者から提供される画像である。このため、広告装置１０
０は、画像提供装置２０を利用することで、テキスト広告Ｃ１１の広告主以外の提供主が
提供する画像を利用できる。
【００２２】
　続いて、画像提供装置２０は、受信した画像取得のリクエストに対応する画像を抽出す
る（ステップＳ１４）。具体的には、画像提供装置２０は、画像取得のリクエストに含ま
れる情報であるテキスト広告Ｃ１１が属するカテゴリを示すキーワードと、画像提供装置
２０が保持する各画像に予めタグ付けされているキーワードとの関連性に基づいて、画像
を抽出する。図１の例においては、画像提供装置２０は、「自動車」のカテゴリに関連す
る画像Ｐ０１～Ｐ０５を抽出する。
【００２３】
　続いて、画像提供装置２０は、抽出された画像Ｐ０１～Ｐ０５を広告装置１００に提供
する（ステップＳ１５）。なお、画像提供装置２０が提供する画像の枚数は、図１に示し
た例に限られず、例えば、広告装置１００との契約等により任意に変更可能である。
【００２４】
　続いて、広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１と、画像提供装置２０から提供された
画像Ｐ０１～０５とを用いて、端末装置１０に配信する新たな広告コンテンツＧ０１を生
成する（ステップＳ１６）。以下に、広告装置１００による広告コンテンツＧ０１の生成
処理の概要を説明する。
【００２５】
　まず、広告装置１００は、生成する広告コンテンツの形式を決定する。ここで、生成す
る広告コンテンツの形式とは、テキストと画像とが配置される領域が定められた広告コン
テンツの表示に関するフォーマットをいう。例えば、図１に示すように、広告コンテンツ
のフォーマットＦ０１は、１枚の画像を表示する領域と、テキストを表示する領域とを含
み、各表示領域を横に並べて表示するフォーマットである。広告装置１００は、新たな広
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告コンテンツの形式をフォーマットＦ０１に決定した場合、フォーマットＦ０１に組み込
む１枚の画像を抽出する。詳しくは後述するが、例えば、広告装置１００は、テキスト広
告Ｃ１１との関連性などに基づいて、画像Ｐ０１～Ｐ０５の中から、１枚の画像Ｐ０１を
抽出する。
【００２６】
　そして、広告装置１００は、図１に示すように、テキスト広告Ｃ１１と抽出された１枚
の画像Ｐ０１とを、フォーマットＦ０１を用いて組み合わせることで、新たな広告コンテ
ンツＧ０１を生成する。
【００２７】
　続いて、広告装置１００は、生成した広告コンテンツＧ０１を端末装置１０に配信する
（ステップＳ１７）。そして、端末装置１０は、配信された広告コンテンツＧ０１を広告
枠１２に表示する（ステップＳ１８）。
【００２８】
　このように、実施形態に係る広告装置１００は、ウェブページに含まれる広告枠１２に
配信される対象であるテキスト広告Ｃ１１に関連する画像であって、テキスト広告Ｃ１１
の広告主以外の提供主から提供される画像の中から、新たな広告コンテンツＧ０１を生成
するための画像Ｐ０１を抽出する。そして、実施形態に係る広告装置１００は、テキスト
広告Ｃ１１と抽出された画像Ｐ０１とを、フォーマットＦ０１を用いて組み合わせること
で、新たな広告コンテンツＧ０１を生成する。
【００２９】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１の広告主が入稿す
る画像付き広告コンテンツや、テキスト広告Ｃ１１をクリックした場合のリンク先のラン
ディングページ等がユーザに与える印象とは異なった、目新しい印象を与える広告コンテ
ンツＧ０１を生成することができる。また、実施形態に係る広告装置１００は、画像投稿
者から画像の投稿を受け付けることにより多数の画像を保持する画像提供装置２０から画
像の提供を受ける。そして、実施形態に係る広告装置１００は、提供を受けた画像の中か
ら適する画像を抽出し、抽出された画像を用いて広告コンテンツを生成する。すなわち、
実施形態に係る広告装置１００は、テキスト広告のリンク先であるランディングページに
表示されるような数に限りのある画像ではなく、画像提供装置２０が保持している、ユー
ザに対して訴求力のあると想定される画像や、ユーザの関心を想起させるような画像を伴
った、ユーザの興味を引く魅力的な広告コンテンツを自動で生成することができる。また
、実施形態に係る広告装置１００は、テキストと画像との組み合わせにより広告コンテン
ツを生成するので、例えば、同じテキストと画像から生成される広告コンテンツであって
も、組み合わされる画像が変わることで、見た目の印象の新しさを失わせずに広告コンテ
ンツを生成することができる。以上のように、実施形態に係る広告装置１００は、多様性
のある広告コンテンツを生成することができる。
【００３０】
〔２．広告配信装置の構成〕
　次に、図２を用いて、実施形態に係る広告装置１００の構成について説明する。図２は
、実施形態に係る広告装置１００の構成例を示す図である。図２に示すように、広告装置
１００は、通信部１１０と、記憶部１２０と、制御部１３０とを有する。なお、広告装置
１００は、広告装置１００を利用する管理者等から各種操作を受け付ける入力部（例えば
、キーボードやマウス等）や、各種情報を表示するための表示部（例えば、液晶ディスプ
レイ等）を有してもよい。
【００３１】
（通信部１１０について）
　通信部１１０は、例えば、ＮＩＣ（Network　Interface　Card）等によって実現される
。かかる通信部１１０は、ネットワークＮと有線又は無線で接続され、ネットワークＮを
介して、端末装置１０や画像提供装置２０との間で情報の送受信を行う。
【００３２】
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（記憶部１２０について）
　記憶部１２０は、例えば、ＲＡＭ（Random　Access　Memory)、フラッシュメモリ（Fla
sh　Memory）等の半導体メモリ素子、または、ハードディスク、光ディスク等の記憶装置
によって実現される。実施形態に係る記憶部１２０は、広告コンテンツ記憶部１２１と、
画像記憶部１２２と、広告フォーマット記憶部１２３と、配信実績記憶部１２４とを有す
る。以下、各記憶部について順に説明する。
【００３３】
（広告コンテンツ記憶部１２１について）
　広告コンテンツ記憶部１２１は、広告主から入稿される広告コンテンツに関する情報を
記憶する。ここで、図３に、実施形態に係る広告コンテンツ記憶部１２１の一例を示す。
図３に示すように、広告コンテンツ記憶部１２１は、「広告主ＩＤ」、「広告コンテンツ
ＩＤ」、「カテゴリ」、「カテゴリキーワード」といった項目を有する。
【００３４】
　「広告主ＩＤ」は、広告装置１００に広告コンテンツを入稿する広告主を識別するため
の識別情報を示す。「広告コンテンツＩＤ」は、広告主から広告装置１００に入稿される
広告コンテンツを識別するための識別情報を示す。なお、実施形態において、広告コンテ
ンツ記憶部１２１に記憶される広告コンテンツは、テキスト広告であるものとする。また
、以下では、図３に示した広告コンテンツＩＤに記憶されている識別情報を広告コンテン
ツの参照符号として用いる場合がある。すなわち、広告コンテンツＩＤ「ＡＤ０１」によ
って識別される広告コンテンツを「テキスト広告Ｃ１１」と表記する場合がある。
【００３５】
　「カテゴリ」は、広告主により入稿された広告コンテンツが属するカテゴリを示す。カ
テゴリは、広告コンテンツの宣伝内容や、広告コンテンツを入稿する広告主の業種などに
よって割り当てられる。例えば、図３に示すように、広告コンテンツは、「自動車」や、
「化粧品」や、「家電」などのカテゴリに分類される。
【００３６】
　「カテゴリキーワード」は、カテゴリに関連するキーワードを示す。カテゴリキーワー
ドは、広告コンテンツが属するカテゴリ毎に予め設定される。
【００３７】
　すなわち、図３に示す例では、広告主ＩＤ「ＣＬ１」で識別される広告主が、広告コン
テンツＩＤ「Ｃ１１」で識別されるテキスト広告Ｃ１１を入稿していることを示す。また
、テキスト広告Ｃ１１は、「自動車」カテゴリに属するコンテンツであり、「自動車」カ
テゴリに設定されているカテゴリキーワードは、例えば、「車、ドライブ、乗り物、旅行
、休日、・・・」等であることを示す。
【００３８】
　なお、図３での図示は省略したが、広告コンテンツ記憶部１２１は、各テキスト広告の
入札額などの情報を適宜記憶してもよい。この場合、後述する広告選出部１３３は、広告
コンテンツ記憶部１２１に記憶された入札額を一つの指標として、端末装置１０に配信す
るテキスト広告を選出してもよい。例えば、広告選出部１３３は、入札額の高いテキスト
広告を優先的に選出する。
【００３９】
（画像記憶部１２２について）
　画像記憶部１２２は、画像提供装置２０から提供された画像に関する情報を記憶する。
ここで、図４に、実施形態に係る画像記憶部１２２の一例を示す。図４に示すように、画
像記憶部１２２は、「画像ＩＤ」、「画像」、「画像キーワード」といった項目を有する
。
【００４０】
　「画像ＩＤ」は、画像提供装置２０から提供された画像を識別するための識別情報を示
す。「画像」は、画像提供装置２０から提供された画像を示す。なお、以下では、図４に
示した画像ＩＤに記憶されている識別情報を画像の参照符号として用いる場合がある。す
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なわち、画像ＩＤ「Ｐ０１」によって識別される画像を「画像Ｐ０１」と表記する場合が
ある。
【００４１】
　また、実際に画像提供装置２０から提供される画像のデータは、広告装置１００とは別
に備えられたストレージサーバに記憶されてもよい。この場合、広告装置１００は、画像
記憶部１２２に記憶された画像ＩＤに基づいて、外部のストレージサーバに記憶された画
像を特定する。そして、広告装置１００は、所定の画像を利用する際に、ストレージサー
バから所定の画像を取得する。
【００４２】
　「画像キーワード」は、画像に関連するキーワードを示す。画像キーワードは、各画像
に予め設定される。例えば、画像キーワードは、画像提供装置２０に各画像が保持される
タイミングで画像提供装置２０により設定され、各画像にタグ付けされる。
【００４３】
　すなわち、図４に示す例では、画像ＩＤ「Ｐ０１」によって識別される画像を示す。ま
た、画像Ｐ０１にタグ付けされている画像キーワードは、例えば、「車、道路、高速、ド
ライブ、スポーツカー、屋外、動き、・・・」等であることを示す。
【００４４】
（広告フォーマット記憶部１２３について）
　広告フォーマット記憶部１２３は、広告コンテンツの所定の形式であるフォーマットに
関する情報を記憶する。ここで、図５に、実施形態に係る広告フォーマット記憶部１２３
の一例を示す。図５に示すように、広告フォーマット記憶部１２３は、「フォーマットＩ
Ｄ」、「フォーマット」といった項目を有する。
【００４５】
　「フォーマットＩＤ」は、フォーマットを識別するための識別情報を示す。また、「フ
ォーマット」は、広告コンテンツの生成にあたってテキストと画像とが配置される各領域
の配置、大きさ等の態様を示す。なお、以下では、図５に示したフォーマットＩＤに記憶
されている識別情報をフォーマットの参照符号として用いる場合がある。すなわち、フォ
ーマットＩＤ「Ｆ０１」によって識別されるフォーマットを「フォーマットＦ０１」と表
記する場合がある。
【００４６】
　図５に示すように、例えば、フォーマットＦ０１は、１枚の画像を表示する領域と、テ
キストを表示する領域とを含み、画像の表示領域が向かって左方向に、テキストの表示領
域が向かって右方向に配置されるフォーマットであることを示す。また、フォーマットＦ
０２は、フォーマットＦ０１のテキストと画像の各表示領域を左右対称にしたフォーマッ
トであることを示す。また、フォーマットＦ０３は、２枚の画像を表示する領域と、テキ
ストを表示する領域を含み、各表示領域が並んで表示されるフォーマットであることを示
す。
【００４７】
（配信実績記憶部１２４について）
　配信実績記憶部１２４は、端末装置１０に配信された広告コンテンツの実績に関する情
報を記憶する。具体的には、実施形態に係る配信実績記憶部１２４は、配信された広告コ
ンテンツの情報を、テキスト広告と、画像と、フォーマットとの組み合わせを用いて記憶
する。ここで、図６に、実施形態に係る配信実績記憶部１２４の一例を示す。図６に示す
ように、配信実績記憶部１２４は、「広告コンテンツＩＤ」、「第１画像ＩＤ」、「第２
画像ＩＤ」、「フォーマットＩＤ」、「ＣＴＲ」といった項目を有する。
【００４８】
　「広告コンテンツＩＤ」は、上述のように、広告主から広告装置１００に入稿される広
告コンテンツを識別するための識別情報を示す。また、「第１画像ＩＤ」は、端末装置１
０に配信される広告コンテンツの生成にあたり、テキスト広告と組み合わされた１枚目の
画像の識別情報を示す。また、「第２画像ＩＤ」は、端末装置１０に配信される広告コン
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テンツの生成にあたり、テキスト広告と組み合わされた２枚目の画像の識別情報を示す。
なお、図６での図示は省略したが、配信実績記憶部１２４には、広告コンテンツの生成に
あたり、テキスト広告と組み合わされた３枚目や、４枚目の画像の情報が記憶されてもよ
い。
【００４９】
　「フォーマットＩＤ」は、上述のように、フォーマットを識別するための識別情報を示
す。「ＣＴＲ」は、配信された広告コンテンツのＣＴＲ（Click　Through　Rate）を示す
。ＣＴＲとは、広告コンテンツが端末装置１０に配信された場合における広告効果を示す
指標であり、広告コンテンツがユーザによりクリックされた回数を広告コンテンツの表示
回数によって除算した値に該当する。
【００５０】
　すなわち、図６に示す例では、広告コンテンツＩＤ「Ｃ１１」で識別されるテキスト広
告Ｃ１１が、第１画像ＩＤ「Ｐ０１」で識別される画像と、フォーマットＩＤ「Ｆ０１」
で識別されるフォーマットで組み合わされて生成された広告コンテンツについてのＣＴＲ
が「０．０１」である例を示している。
【００５１】
　なお、図６での図示は省略したが、配信実績記憶部１２４は、テキスト広告と、画像と
、フォーマットとの組み合わせにより識別される各広告コンテンツの全配信回数や、配信
先の端末装置１０毎の配信回数などを記憶してもよい。
【００５２】
　また、配信実績記憶部１２４は、ＣＴＲ以外の広告効果を示す指標を記憶してもよい。
例えば、配信実績記憶部１２４は、広告コンテンツが表示された回数に対して何割がコン
バージョンに至るかの割合を示すＣＶＲ（Conversion　Rate）などの情報を記憶してもよ
い。
【００５３】
　また、配信実績記憶部１２４は、テキスト広告と、画像と、フォーマットとの組み合わ
せにより識別される各広告コンテンツの配信実績とは別に、テキスト広告毎、画像毎、フ
ォーマット毎の配信実績であるＣＴＲや、配信回数等を記憶してもよい。これにより、広
告装置１００は、特定の組み合わせに依らずクリックされやすい画像を抽出すること等が
可能となる。
【００５４】
（制御部１３０について）
　制御部１３０は、例えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）やＭＰＵ（Micro　Pr
ocessing　Unit）等によって、広告装置１００内部の記憶装置に記憶されている各種プロ
グラム（広告生成プログラムの一例に相当）がＲＡＭを作業領域として実行されることに
より実現される。また、制御部１３０は、例えば、ＡＳＩＣ（Application　Specific　I
ntegrated　Circuit）やＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate　Array）等の集積回路に
より実現される。
【００５５】
　実施形態に係る制御部１３０は、図２に示すように、入稿受付部１３１と、広告要求受
信部１３２と、広告選出部１３３と、画像取得部１３４と、画像抽出部１３５と、生成部
１３６と、配信部１３７と、評価取得部１３８と、分配部１３９とを有し、以下に説明す
る情報処理の機能や作用を実現または実行する。なお、制御部１３０の内部構成は、図２
に示した構成に限られず、後述する情報処理を行う構成であれば他の構成であってもよい
。また、制御部１３０が有する各処理部の接続関係は、図２に示した接続関係に限られず
、他の接続関係であってもよい。
【００５６】
（入稿受付部１３１について）
　入稿受付部１３１は、広告コンテンツの入稿を受け付ける。具体的には、実施形態に係
る入稿受付部１３１は、広告の配信を所望する広告主からテキスト広告の入稿を受け付け
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、入稿されたテキスト広告を広告コンテンツ記憶部１２１に記憶する。また、入稿受付部
１３１は、テキスト広告の宣伝内容や、テキスト広告を入稿した広告主に関する情報に基
づいて、入稿されたテキスト広告のカテゴリを分類する。そして、入稿受付部１３１は、
入稿されたテキスト広告と、分類されたカテゴリとを対応付けて、広告コンテンツ記憶部
１２１に記憶する。
【００５７】
　例えば、入稿受付部１３１は、テキスト広告の宣伝内容に「新車販売」などのテキスト
が含まれている場合には、テキスト広告のカテゴリを「自動車」に分類する。また、入稿
受付部１３１は、例えば、テキスト広告に含まれる具体的な製品名などを識別することが
できない場合などであっても、かかるテキスト広告が有名な自動車メーカーから入稿され
たテキスト広告であれば、かかるテキスト広告のカテゴリを「自動車」に分類してもよい
。なお、入稿受付部１３１は、テキスト広告の入稿とともに、広告主からカテゴリの指定
を受け付けてもよい。この場合、入稿受付部１３１は、入稿されたテキスト広告と、広告
主が指定したカテゴリとを対応付けて広告コンテンツ記憶部１２１に記憶する。
【００５８】
　なお、入稿受付部１３１は、テキスト広告の入稿を受け付ける際に、テキスト広告の広
告主に対して、テキスト広告と任意の画像とが組み合わされて配信されることについて承
諾を受け付けてもよい。すなわち、テキスト広告の広告主は、広告配信に関するオプショ
ンとして、入稿したテキスト広告と任意の画像とが組み合わされて新たな広告コンテンツ
として配信されることに承諾するか否かを選択できるものとする。例えば、テキスト広告
を入稿する広告主全員が、テキスト広告と画像とが組み合わされて配信されることを望む
とは限らない。この場合、入稿受付部１３１は、オプションとして、テキスト広告と画像
とを組み合わせて配信しない旨を広告主から受け付ける。また、入稿受付部１３１は、場
合によっては、特定の画像との組み合わせのみ承諾しない旨などを、広告主からオプショ
ンとして受け付けてもよい。これにより、広告装置１００は、広告主の意向に沿った広告
配信を実現することができる。
【００５９】
（広告要求受信部１３２について）
　広告要求受信部１３２は、ウェブページに含まれる広告枠１２に表示される広告コンテ
ンツの配信に関する情報を受信する。具体的には、実施形態に係る広告要求受信部１３２
は、広告コンテンツを広告枠１２に表示させるため、端末装置１０に対して広告コンテン
ツを配信することを要求する旨の広告リクエストを端末装置１０から受信する。
【００６０】
（広告選出部１３３について）
　広告選出部１３３は、配信する広告コンテンツを選出する。具体的には、実施形態に係
る広告選出部１３３は、広告要求受信部１３２の受信した広告リクエストに従い、端末装
置１０に配信するテキスト広告を選出する。
【００６１】
　例えば、広告選出部１３３は、ウェブページに含まれる記事の内容とテキスト広告の宣
伝内容とを比較して、双方が関連する度合いを判定し、配信するテキスト広告を選出する
、いわゆるコンテンツマッチといわれる手法により、テキスト広告を選出する。
【００６２】
　また、広告選出部１３３は、端末装置１０のユーザの嗜好、性別、年齢、住所、職業な
どの属性情報に基づいて広告コンテンツを選出する、いわゆるターゲティングといわれる
手法により、配信するテキスト広告を選出してもよい。この場合、広告選出部１３３は、
例えば、端末装置１０から送信されるクッキー（Cookie）や、所定のユーザＩＤ等に基づ
いて、ユーザの属性情報を適宜取得する。
【００６３】
　また、広告選出部１３３は、ユーザが以前訪問したショッピングサイトの閲覧履歴や、
購入履歴に基づいて、ユーザの関連度や関心度の高い商品や広告主に関する広告コンテン
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ツを選出する、いわゆるリターゲティングといわれる手法により、配信するテキスト広告
を選出してもよい。なお、広告選出部１３３は、上記の手法等によらず、配信するテキス
ト広告をランダムに選出してもよい。
【００６４】
（画像取得部１３４について）
　画像取得部１３４は、画像提供装置２０から画像を取得する。具体的には、実施形態に
係る画像取得部１３４は、広告選出部１３３が選出したテキスト広告に関連する画像を取
得するために、画像提供装置２０に画像取得のリクエストを送信する。そして、実施形態
に係る画像取得部１３４は、画像提供装置２０から画像取得のリクエストに対応する画像
の提供を受けることにより、広告選出部１３３が選出したテキスト広告に関連する画像を
取得する。
【００６５】
　画像取得部１３４は、テキスト広告が属するカテゴリに関連するキーワードであるカテ
ゴリキーワードに基づいて、画像取得のリクエストを行う。広告選出部１３３が選出した
テキスト広告が「自動車」カテゴリに属する場合、画像取得部１３４は、「自動車」のカ
テゴリを示すキーワードである「車」や、「ドライブ」や、「乗り物」などと関連性のあ
る画像の取得についてのリクエストを行う。
【００６６】
　そして、画像取得部１３４は、画像提供装置２０から取得した画像を画像記憶部１２２
に記憶する。なお、画像取得部１３４は、画像提供装置２０から取得した画像を配信に適
するように加工し、画像記憶部１２２に記憶してもよい。例えば、画像取得部１３４は、
端末装置１０の表示に適するように、画像の解像度を変更したり、サイズの大きい画像を
トリミングしたりした後の画像を画像記憶部１２２に記憶する。
【００６７】
（画像抽出部１３５について）
　画像抽出部１３５は、配信する画像を抽出する。具体的には、実施形態に係る画像抽出
部１３５は、ウェブページに含まれる表示領域（例えば、広告枠１２）に表示される対象
として受け付けられたテキスト広告に関連する画像であって、テキスト広告の広告主以外
の提供主によって提供される画像を抽出する。言い換えれば、画像抽出部１３５は、広告
主と関連のある画像としてユーザが見慣れた画像以外の画像を抽出する。
【００６８】
　ここで、画像抽出部１３５は、複数の画像の中から、テキスト広告が属するカテゴリと
各画像との関連性に基づいて、新たな広告コンテンツの生成に用いる画像を抽出する。例
えば、画像抽出部１３５は、テキスト広告が含まれるカテゴリに関連付けられたキーワー
ドと、各画像に関連付けられたキーワードとの関連性に基づいて、テキスト広告と組み合
わせる画像を抽出する。具体的には、画像抽出部１３５は、広告選出部１３３が選出した
テキスト広告のカテゴリに関連付けられたキーワードと、画像提供装置２０から提供され
た各画像にタグ付けされたキーワードとを比較する。そして、画像抽出部１３５は、両者
のキーワードが最も多く一致する画像について、テキスト広告と組み合わせる画像として
抽出する。
【００６９】
　なお、画像抽出部１３５は、テキスト広告が含まれるカテゴリのみならず、テキスト広
告自体が宣伝する内容に基づいて、テキスト広告と組み合わせる画像を抽出してもよい。
例えば、テキスト広告が含まれるカテゴリが「自動車」である場合であっても、テキスト
広告が宣伝する内容は、自動車の車体のタイプや、購買層の属性の違いなどにより異なる
ことが想定される。したがって、画像抽出部１３５は、テキスト広告の宣伝内容に含まれ
る言葉をキーワードとして用いて、画像にタグ付けされたキーワードと比較し、テキスト
広告と組み合わせる画像を抽出してもよい。具体的には、画像抽出部１３５は、「家族向
け」などに関連する言葉が「自動車」カテゴリのテキスト広告の宣伝内容に含まれている
場合は、家族向けの大型車などの画像を優先的に抽出するようにしてもよい。
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【００７０】
　また、画像抽出部１３５は、生成された新たな広告コンテンツの配信先となる端末装置
１０を操作するユーザに関する情報、又は、生成された新たな広告コンテンツが表示され
るウェブページに含まれる情報に基づいて、テキスト広告と組み合わせる画像を抽出して
もよい。例えば、画像抽出部１３５は、端末装置１０のユーザの嗜好、性別、年齢、住所
、職業などの属性情報と、画像にタグ付けされたキーワードとを比較することで、テキス
ト広告と組み合わせる画像を抽出する。具体的には、画像抽出部１３５は、端末装置１０
のユーザが「スポーツカー」に関するウェブページを頻繁に閲覧するような行動履歴があ
る場合には、キーワード「スポーツカー」がタグ付けされているような画像を優先的に抽
出する。
【００７１】
　また、画像抽出部１３５は、ウェブページに含まれる記事の内容と、画像にタグ付けさ
れたキーワードとが関連する度合いを判定し、テキスト広告と組み合わせる画像を抽出し
てもよい。すなわち、画像抽出部１３５は、広告枠１２を含むウェブページに記載されて
いる記事の内容が「旅行」に関する内容であると判定する場合には、キーワード「旅行」
がタグ付けされているような画像を優先的に抽出する。
【００７２】
　なお、画像抽出部１３５は、過去に抽出した画像から、選出されたテキスト広告に関連
する画像であって、選出されたテキスト広告の広告主以外の提供主によって提供される画
像を抽出してもよい。すなわち、画像抽出部１３５は、選出されたテキスト広告に関する
画像として、画像取得部１３４が画像提供装置２０から取得した画像の中に適切な画像が
含まれていない場合には、予め画像記憶部１２２に保持されている画像の中から適切な画
像を抽出してもよい。
【００７３】
（生成部１３６について）
　生成部１３６は、テキスト広告と画像とを組み合わせることによって広告コンテンツを
生成する。具体的には、実施形態に係る生成部１３６は、広告選出部１３３により選出さ
れたテキスト広告と、画像抽出部１３５により抽出された画像とを、所定の形式で組み合
わせることによって、端末装置１０に配信する新たな広告コンテンツを生成する。
【００７４】
　例えば、生成部１３６は、所定の形式として、テキスト広告を表示する表示領域と、画
像抽出部１３５により抽出された画像を表示する表示領域とが、並んで同時に表示される
形式により新たな広告コンテンツを生成する。具体的には、生成部１３６は、図５に示さ
れるフォーマットＦ０１、又は、フォーマットＦ０２により、新たな広告コンテンツを生
成する。
【００７５】
　なお、生成部１３６は、テキスト広告と、複数の画像とを所定の形式で組み合わせても
よい。この場合、画像抽出部１３５は、複数の画像を抽出する。そして、生成部１３６は
、所定の形式として、テキスト広告を表示する表示領域と、画像抽出部１３５により抽出
された複数の画像を表示する表示領域とが同時に表示される形式により新たな広告コンテ
ンツを生成する。具体的には、生成部１３６は、図５に示されるフォーマットＦ０３によ
り、新たな広告コンテンツを生成する。
【００７６】
　また、生成部１３６は、画像抽出部１３５の抽出した画像を用いることなく、新たな広
告コンテンツを生成してもよい。この場合、生成部１３６は、広告枠１２の位置や大きさ
に合わせて、テキスト広告に含まれるテキストが適切に配置された広告コンテンツを生成
する。
【００７７】
（配信部１３７について）
　配信部１３７は、広告コンテンツを配信する。具体的には、実施形態に係る配信部１３
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７は、広告要求受信部１３２が受信した広告リクエストに対して、生成部１３６により生
成された新たな広告コンテンツを端末装置１０に配信する。
【００７８】
　そして、配信部１３７は、配信した広告コンテンツに関する情報を配信実績記憶部１２
４に記憶する。具体的には、配信部１３７は、テキスト広告を識別する情報である広告コ
ンテンツＩＤに、テキスト広告に組み合わされた画像ＩＤと、フォーマットＩＤとを対応
付けて、配信実績記憶部１２４に記憶する。
【００７９】
　なお、上述のように、入稿受付部１３１は、広告主からテキスト広告と画像とを組み合
わせて配信することを希望するか否かをオプションとして選択している場合がある。この
場合、配信部１３７は、テキスト広告の広告主が、入稿したテキスト広告と任意の画像と
が組み合わされて配信されることについて承諾している場合に、生成部１３６により入稿
したテキスト広告と任意の画像とが組み合わされて生成された新たな広告コンテンツを配
信する。
【００８０】
（評価取得部１３８について）
　評価取得部１３８は、配信部１３７の配信した新たな広告コンテンツの評価に関する評
価情報を取得する。具体的には、実施形態に係る評価取得部１３８は、配信部１３７が端
末装置１０に配信した広告コンテンツの配信回数や、端末装置１０に配信した広告コンテ
ンツがユーザに選択された回数（例えば、ユーザに広告コンテンツがクリックされた回数
）などに関する情報に基づいて、ＣＴＲなどの広告効果を示す指標を評価情報として取得
する。そして、評価取得部１３８は、取得したＣＴＲなどの評価情報を配信実績記憶部１
２４に記憶する。
【００８１】
　評価取得部１３８は、ＣＴＲ以外にも、ウェブページにおける広告枠に新たな広告コン
テンツが表示されることでテキスト広告の広告主が得た利益に関する情報を取得してもよ
い。すなわち、評価取得部１３８は、配信部１３７によって端末装置１０に配信された広
告コンテンツから端末装置１０のユーザが広告主の利益に繋がる行動に至ったか否かを示
すＣＶ（コンバージョン）に関する情報などを取得する。
【００８２】
　ＣＶとは、広告主が獲得できる最終成果を示し、広告主への利益に繋がるユーザの行動
に該当する。ＣＶの例としては、ウェブページ上で商品を購入する行動や、会員登録を行
う行動や、資料請求を行う行動や、商品等に関する問い合わせを行う行動等が挙げられる
。また、ＣＶには、広告コンテンツにアクセスしたユーザが、広告主のウェブページを介
さずにオフライン（電話や郵送等）で商品購入、会員登録、資料請求、問い合わせ等を行
う行動を含めてもよい。
【００８３】
　また、評価取得部１３８は、必要に応じて、さらに異なる評価に関する情報を取得して
もよい。例えば、評価取得部１３８は、端末装置１０における広告コンテンツの実際の表
示回数（インプレッション数）や、表示時間を取得する。また、評価取得部１３８は、広
告コンテンツに対するクリックで発生する課金額であるＣＰＣ（Cost　Per　Click）や、
広告コンテンツの１０００回表示あたりの課金額であるｅＣＰＭ（effective　Cost　Per
　Mill）などの広告収益に関する情報を取得してもよい。
【００８４】
（分配部１３９について）
　分配部１３９は、広告主から得られる広告料金の一部を画像の提供主に分配する。具体
的には、実施形態に係る分配部１３９は、生成部１３６によって生成された広告コンテン
ツを端末装置１０に配信することで得られた収益の一部を、配信された広告コンテンツに
含まれる画像を提供した提供主（例えば、配信された広告コンテンツに含まれる画像を画
像提供装置２０に投稿した投稿者）に分配する。
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【００８５】
　一般に、配信部１３７が配信した広告コンテンツが端末装置１０に表示された場合や、
広告コンテンツがユーザにクリックされた場合や、配信された広告コンテンツから利用者
が商品の購入や資料請求に至るなどのアクションがあった場合には、広告主から広告装置
１００の管理者（広告配信者など）に広告料金が支払われる。本実施形態においては、分
配部１３９は、広告主から得られる広告料金の一部を、報酬として画像の提供主に分配す
る。
【００８６】
　例えば、分配部１３９は、広告コンテンツがクリックされた回数や広告コンテンツから
利用者がコンバージョンに至った割合を示すコンバージョン率に応じて、広告料金の一部
を画像の提供主に分配する。これにより、画像の提供主は、提供した画像が多く使用され
るほど多くの報酬を受け取ることができるので、画像を提供するモチベーションが向上す
る。結果として、投稿者に対して画像の投稿を促すことができるので、広告装置１００は
、多様性のある広告コンテンツを生成したり、ユーザの嗜好に合った魅力的な広告コンテ
ンツを生成したりすることができる可能性が向上する。
【００８７】
〔３．広告生成処理手順〕
　次に、図７を用いて、実施形態に係る生成処理システム１による生成処理の手順につい
て説明する。図７は、実施形態に係る生成処理システム１による生成処理手順の一例を示
すシーケンス図である。
【００８８】
　図７に示すように、端末装置１０は、広告リクエストを広告装置１００に送信する（ス
テップＳ１０１）。広告装置１００は、広告リクエストに従い、リクエストに対するテキ
スト広告を選出する（ステップＳ１０２）。
【００８９】
　続いて、広告装置１００は、選出したテキスト広告に関連する画像取得のリクエストを
画像提供装置２０に送信する（ステップＳ１０３）。画像提供装置２０は、画像取得のリ
クエストに従い、リクエストに関連する画像を抽出する（ステップＳ１０４）。
【００９０】
　続いて、画像提供装置２０は、抽出した画像を広告装置１００に提供する（ステップＳ
１０５）。広告装置１００は、提供された画像の中から、端末装置１０に配信するテキス
ト広告に組み合わせるのに適した画像を抽出する（ステップＳ１０６）。
【００９１】
　続いて、広告装置１００は、テキスト広告と抽出した画像から、端末装置１０に配信す
る広告コンテンツを生成する（ステップＳ１０７）。続いて、広告装置１００は、生成し
た広告コンテンツを端末装置１０に配信する（ステップＳ１０８）。そして、端末装置１
０は、ウェブページに含まれる広告枠１２で広告装置１００から配信された広告コンテン
ツを表示する（ステップＳ１０９）。
【００９２】
〔４．広告生成処理手順〕
　次に、図８を用いて、実施形態に係る広告装置１００による広告生成処理の手順につい
て説明する。図８は、実施形態に係る広告装置１００による広告生成処理手順を示すフロ
ーチャートである。
【００９３】
　図８に示すように、広告装置１００の広告要求受信部１３２は、端末装置１０から広告
リクエストを受信したか否かを判定する（ステップＳ２０１）。そして、広告要求受信部
１３２は、広告リクエストを受信していない場合には（ステップＳ２０１；Ｎｏ）、広告
リクエストを受信するまで待機する。
【００９４】
　一方、広告要求受信部１３２によって広告リクエストが受信された場合（ステップＳ２
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０１；Ｙｅｓ）、広告選出部１３３は、広告コンテンツ記憶部１２１に記憶されたテキス
トから、広告リクエストに対応するテキスト広告を選出する（ステップＳ２０２）。
【００９５】
　続いて、画像取得部１３４は、広告選出部１３３によって選出されたテキスト広告と関
連する画像を取得するため、画像取得のリクエストを画像提供装置２０に送信する（ステ
ップＳ２０３）。そして、画像取得部１３４は、画像提供装置２０から画像の提供を受け
ることにより、テキスト広告と関連する画像を取得する（ステップＳ２０４）。
【００９６】
　続いて、画像抽出部１３５は、画像取得部１３４が取得した画像の中から、広告コンテ
ンツを生成するための画像を抽出する（ステップＳ２０５）。そして、生成部１３６は、
広告選出部１３３が選出したテキスト広告と、画像抽出部１３５が抽出した画像とを組み
合わせて、広告コンテンツを生成する（ステップＳ２０６）。
【００９７】
　続いて、配信部１３７は、生成部１３６が生成した広告コンテンツを、広告リクエスト
を送信した端末装置１０に対して配信する（ステップＳ２０７）。
【００９８】
〔５．変形例〕
　上述した実施形態に係る広告装置１００は、上記実施形態以外にも種々の異なる形態に
て実施されてよい。そこで、以下では、上記の広告装置１００の他の実施形態について説
明する。
【００９９】
〔５－１．評価に基づく抽出処理〕
　上記の実施形態では、画像抽出部１３５が、テキスト広告が含まれるカテゴリに関連付
けられたキーワードや、テキスト広告自体が宣伝する内容等と、画像に関連付けられたキ
ーワードとの関連性に基づいて、テキスト広告と組み合わせる画像を抽出する例を示した
。しかし、画像抽出部１３５は、上記例に限られず、異なる手法により画像の抽出処理を
行ってもよい。
【０１００】
　例えば、画像抽出部１３５は、評価取得部１３８により取得された評価に基づいて、広
告コンテンツに組み合わせる画像を抽出する。具体的には、画像抽出部１３５は、評価取
得部１３８により取得された評価情報に基づいて、過去に生成された広告コンテンツのう
ち評価が高い広告コンテンツに含まれる画像ほど優先的に抽出する。すなわち、画像抽出
部１３５は、画像の抽出に際して、配信実績記憶部１２４に記憶された画像ＩＤと対応付
けられたＣＴＲなどの広告効果の評価の数値に関する情報を取得する。そして、画像抽出
部１３５は、ＣＴＲの高い広告コンテンツに含まれる画像を優先的に抽出する。
【０１０１】
　この場合、画像抽出部１３５は、テキスト広告及びフォーマットが同一であり、画像の
みが異なる複数の広告コンテンツについてＣＴＲの数値を比較してもよい。これにより、
画像抽出部１３５は、テキスト広告の内容や、広告コンテンツのフォーマットに依らず、
画像自体についてユーザからクリックされやすい画像が否か等の評価に基づき画像を抽出
することができる。
【０１０２】
　このように、広告装置１００は、配信された広告コンテンツに対する評価値に基づいて
、新たに生成する広告コンテンツに含まれる画像を抽出することができる。これにより、
広告装置１００は、クリックされやすい傾向にある画像を優先的に抽出できるので、広告
コンテンツの広告効果を向上させることができる。また、広告装置１００は、さらに配信
した広告コンテンツの評価についても取得できるので、広告コンテンツの生成、配信処理
を繰り返すことにより、広告コンテンツの生成に用いる画像を評価の高い画像に最適化し
ていくことができる。
【０１０３】
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〔５－２．評価に基づく生成処理〕
　上記の実施形態では、生成部１３６が、所定の形式として、予め定められたフォーマッ
トにより、テキスト広告と画像とを組み合わせて広告コンテンツを生成する例を示した。
ここで、生成部１３６は、上記画像抽出部１３５の行った抽出処理と同様に、評価取得部
１３８により取得されたユーザからの評価に関する情報に基づき、広告コンテンツのフォ
ーマットを採用することができる。
【０１０４】
　例えば、生成部１３６は、評価取得部１３８により取得された評価情報に基づいて、過
去に生成した広告コンテンツのうち評価が高い広告コンテンツに対応する形式ほど優先的
に用いて、端末装置１０に配信する広告コンテンツを生成してもよい。すなわち、生成部
１３６は、広告コンテンツ生成時のフォーマットの採用について、配信実績記憶部１２４
に記憶されたフォーマットＩＤと、対応付けられたＣＴＲなどの広告効果の評価の数値に
関する情報とを取得する。そして、生成部１３６は、ＣＴＲの高い広告コンテンツに採用
されたフォーマットを優先的に用いて、新たに配信する広告コンテンツを生成する。
【０１０５】
　これにより、広告装置１００は、クリックされやすい傾向にあるフォーマットを優先的
に採用して広告コンテンツを生成するので、広告コンテンツの広告効果を向上させること
ができる。
【０１０６】
　また、生成部１３６は、評価取得部１３８により取得された評価情報に基づいて、過去
に生成した広告コンテンツのうち評価が高い広告コンテンツと同一又は類似の新たな広告
コンテンツを生成するようにしてもよい。すなわち、生成部１３６は、評価情報に基づい
て、評価の高い画像や、評価の高いフォーマットのみならず、その組み合わせによる評価
情報に基づいて、過去に生成した評価の高い広告コンテンツと同様に、評価が高くなると
想定される新たな広告コンテンツを生成する。例えば、過去に生成した広告コンテンツに
おける「自動車」を宣伝する内容のテキスト広告に対して、「田舎道」や「自然」などの
画像キーワードが含まれている画像との組み合わせによる広告コンテンツの評価が相対的
に高い傾向にあるとする。このとき、生成部１３６は、新たに広告コンテンツを生成する
際には、かかるテキスト広告と、「田舎道」や「自然」などの画像キーワードが含まれる
他の画像とを組み合わせることにより、評価が高い広告コンテンツと類似する新たな広告
コンテンツを生成する。
【０１０７】
　これにより、広告装置１００は、上記の画像抽出処理とフォーマットの採用処理とを組
み合わせて、よりユーザに対して最適化された、広告効果の高い広告コンテンツを生成し
ていくことができる。
【０１０８】
〔５－３．画像の取得処理〕
　上記の実施形態では、生成部１３６が、画像提供装置２０から提供された画像を利用し
て広告コンテンツを生成する例を示した。ここで、生成部１３６は、予め保持しておいた
画像を利用して広告コンテンツを生成してもよい。例えば、画像取得部１３４の取得した
画像については、画像記憶部１２２に記憶される。このため、生成部１３６は、以前に画
像提供装置２０から提供された画像であって、テキスト広告の広告主から提供された画像
以外の画像について、広告コンテンツの生成に利用することができる。
【０１０９】
　また、生成部１３６は、テキスト広告と、予め所定の形式に対応するように加工された
画像とを組み合わせることによって新たに配信する広告コンテンツを生成してもよい。一
般的に、画像提供装置２０から提供される画像と実際に端末装置１０に表示される画像と
ではサイズや解像度が異なるため、広告コンテンツの生成時や配信時には画像の加工を要
する。よって、生成部１３６は、画像取得部１３４が取得した画像について、広告コンテ
ンツの生成処理に先立って、フォーマットに対応する態様に加工、又は変換処理を行って
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もよい。この場合、生成部１３６は、加工又は変換処理を行った画像を利用して、広告コ
ンテンツを生成する。
【０１１０】
　これにより、広告装置１００は、広告コンテンツの生成時における画像の加工、又は変
換処理に関する処理負担を軽減させることができる。このため、広告装置１００は、端末
装置１０から広告リクエストを受け付けてから、広告コンテンツを配信するまでの処理時
間を短縮させることができる。
【０１１１】
〔５－４．画像の種類〕
　上記の実施形態では、生成部１３６が、画像提供装置２０から提供された画像を利用し
て広告コンテンツを生成する例を示した。ここで、テキスト広告と組み合わせるコンテン
ツは、静止画である画像に限られず、動画であってもよい。また、生成部１３６の広告コ
ンテンツの生成処理において採用される広告コンテンツのフォーマットについては、画像
の表示領域を固定しなくてもよい。例えば、生成部１３６は、広告コンテンツが表示され
る端末装置１０において、表示された画像が左から右へスライドして表示されるように、
画像の表示領域が移動するフォーマットを採用してもよい。また、生成部１３６は、表示
された画像が拡大又は縮小して表示されるように、画像の表示領域が変動するフォーマッ
トを採用してもよい。
【０１１２】
〔５－５．画像の抽出処理（１）〕
　また、上記の実施形態では、画像抽出部１３５が、画像提供装置２０から提供された画
像の中から、テキスト広告が含まれるカテゴリに関連付けられたキーワード等と画像との
関連性に基づいて、画像を抽出する例を示した。ここで、画像抽出部１３５は、予め広告
主から指定された画像の中から、広告コンテンツの生成に用いる画像を抽出してもよい。
【０１１３】
　この場合、入稿受付部１３１は、広告主から入稿を受け付ける際に、広告コンテンツの
生成で用いられる可能性のある画像の属性の指定を受け付ける。すなわち、入稿受付部１
３１は、広告主から入稿されるテキスト広告であって、かかるテキスト広告とともに表示
されるのに適さないと広告主が判定する画像については、上記の抽出処理の対象としない
ことを受け付ける。例えば、入稿受付部１３１は、テキスト広告の宣伝内容と比較して矯
激な画像等については、かかるテキスト広告と同時に表示される画像として抽出されない
ことの指定を広告主から受け付ける。
【０１１４】
　ここで、画像抽出部１３５が、抽出処理の対象としない属性を持つ画像については、画
像提供装置２０の管理者や広告装置１００の管理者により、人為的に画像への情報のタグ
付けを行ってもよいし、広告装置１００が画像にタグ付けされたキーワードに基づいて、
自動で判定してもよい。
【０１１５】
　これにより、広告主は、ある程度、自身が入稿したテキスト広告とともに表示される画
像を選択することができる。これにより、実施形態に係る広告装置１００は、広告主の意
向に沿いつつ、多様性のある広告コンテンツの生成をすることができる。
【０１１６】
　なお、上述のように、入稿受付部１３１は、テキスト広告の入稿の際に、端末装置１０
への広告コンテンツの配信処理において、画像を付随させないようにするオプションの選
択を受け付けてもよい。広告主が画像とともにテキスト広告を配信させる意思のない場合
には、広告装置１００は、テキスト広告と画像とを組み合わせず、テキスト広告のみを端
末装置１０に配信する。
【０１１７】
〔５－６．画像の抽出処理（２）〕
　画像抽出部１３５は、上記の実施形態で説明した以外の判定基準によって画像を抽出し
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てもよい。例えば、画像抽出部１３５は、テキスト広告のカテゴリが「自動車」である場
合に画像提供装置２０から提供される画像において、自動車メーカー名が特定されるよう
な自動車が描かれている画像については、抽出しないようにすることができる。
【０１１８】
　すなわち、広告選出部１３３が選出したテキスト広告に係る広告主と、画像抽出部１３
５が抽出した画像に描かれている自動車のメーカーが異なる者である場合は、出所の混同
が生ずるおそれがあるため、広告コンテンツとして適切ではない。よって、画像抽出部１
３５は、製品の製造者などが特定される可能性のある画像については、抽出処理の対象と
しないことができる。すなわち、抽出される画像は、所定の審査を経ることにより、生成
される広告コンテンツに組み合わせる画像として適切であると判定された画像に限っても
よい。例えば、製品の製造者などが特定される可能性のある画像の判定については、画像
提供装置２０の管理者や広告装置１００の管理者によって人為的に行われる。具体的には
、画像提供装置２０の管理者は、画像投稿者から受け付けた画像を目視し、所定の製品の
製造者などが特定される可能性のある画像であると判定した場合には、受け付けた画像を
第三者に提供しないように取り決めてもよい。また、広告装置１００の管理者は、画像取
得部１３４が取得した画像を目視し、取得した画像が広告コンテンツに組み合わせる画像
として適切でないと判定する場合には、取得した画像を広告コンテンツの生成に利用しな
いように設定してもよい。なお、上記所定の審査は、画像提供装置２０の管理者や広告装
置１００の管理者によって行われる場合に限られず、例えば、クラウドソーシング（crow
dsourcing）を活用して行われてもよい。また、上記所定の審査については、人為的なも
のに限られず、例えば、画像提供装置２０や広告装置１００によって自動で行われてもよ
い。具体的には、画像提供装置２０や広告装置１００は、画像認識技術を用いて、抽出対
象となる画像を認識し、適切な画像を判定してもよい。例えば、画像提供装置２０や広告
装置１００は、画像認識技術を用いて、審査の対象となる画像に含まれる色を認識し、所
定の色が一定以上の割合で含まれる画像を抽出対象としないと判定することができる。上
記のような審査が行われるときには、画像抽出部１３５は、テキスト広告に関連する画像
あって、上記所定の審査を経た画像を抽出し、生成部１３６は、テキスト広告と、所定の
審査を経た画像とを組み合わせることによって、端末装置１０に配信する新たな広告コン
テンツを生成する。
【０１１９】
〔５－７．画像とテキストの親和性〕
　また、上記実施形態において、評価取得部１３８は、配信部１３７が端末装置１０に配
信した広告コンテンツの配信回数や、端末装置１０に配信した広告コンテンツがユーザに
クリックされた回数などに関する情報を取得する例を示した。ここで、評価取得部１３８
は、テキスト広告と画像との間の親和性を考慮した評価値を算出し、配信実績記憶部１２
４に記憶してもよい。親和性は、例えば、テキスト広告と画像とを組み合わせて生成され
た広告コンテンツの過去のクリック実績が高いほど、大きい値が算出される。一方、親和
性は、テキスト広告と画像とを組み合わせて生成された広告コンテンツの過去のクリック
実績が低いほど、小さい値が算出される。
【０１２０】
　そして、画像抽出部１３５は、配信実績記憶部１２４に記憶された、テキスト広告と画
像との間の親和性を考慮した評価値に基づいて、新たに配信する広告コンテンツに含まれ
る画像を抽出してもよい。
【０１２１】
　これにより、広告装置１００は、単なる配信実績のみならず、テキスト広告と画像との
関連性を考慮した広告コンテンツを生成できるので、より広告効果の高い広告コンテンツ
をユーザに提供することができる。
【０１２２】
〔５－８．ランダム性〕
　上記実施形態において、広告選出部１３３がテキスト広告を選出する処理や、画像抽出
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部１３５が画像を抽出する処理や、生成部１３６が広告コンテンツの生成に際してフォー
マットを採用する処理について説明した。しかし、上記の各部は、ランダム性を持たせて
、テキスト広告や、画像や、フォーマットを選出したり、抽出したりしてもよい。これに
より、広告装置１００は、同一のテキスト広告に基づいた生成処理であっても、ユーザが
飽きないような多様性のある広告コンテンツを生成することができる。
【０１２３】
〔５－９．広告の入稿〕
　また、上記で説明した広告生成システム１には、広告主装置３０が含まれてもよい。広
告主装置３０は、広告装置１００に広告配信を依頼する広告主によって利用される情報処
理装置である。かかる広告主装置３０は、広告主による操作に従って、テキスト広告を広
告装置１００に入稿する。
【０１２４】
　また、広告主は、広告主装置３０を用いて、広告コンテンツを広告装置１００に入稿せ
ずに、広告コンテンツの入稿を代理店に依頼する場合もある。この場合、広告装置１００
に広告コンテンツを入稿するのは代理店となる。本明細書では、「広告主」といった表記
は、広告主だけでなく代理店を含む概念であり、「広告主装置」といった表記は、広告主
装置だけでなく代理店によって利用される代理店装置を含む概念であるものとする。
【０１２５】
〔５－１０．生成される広告コンテンツ〕
　上記の実施形態では、生成部１３６が、予め定められたフォーマットにより、テキスト
広告と画像とを組み合わせて広告コンテンツを生成する例を示した。ここで、生成部１３
６が生成する広告コンテンツは、上記実施形態により生成される広告コンテンツの態様に
限られない。
【０１２６】
　例えば、生成される広告コンテンツは、画像のデータそのものが組み合わされるのでは
なく、画像の保持されている場所（例えば、ＵＲＬ（Uniform　Resource　Locator））を
示すタグのようなデータが埋め込まれる態様であってもよい。この場合、端末装置１０は
、配信された広告コンテンツに埋め込まれたタグに従い、ネットワークＮを通じて画像を
取得する。そして、端末装置１０は、生成された広告コンテンツのフォーマットに従い、
画像を適切な位置に表示する。この場合、当該画像が記憶される場所は、画像記憶部１２
２であってもよいし、画像提供装置２０内であってもよい。
【０１２７】
　また、上記実施形態では、所定の形式として、図５に示すようなフォーマットＦ０１～
Ｆ０３を用いて広告コンテンツが生成される例を示した。しかし、実際に端末装置１０に
表示される広告コンテンツは、端末装置１０の表示部１１の大きさや、端末装置１０のウ
ェブブラウザの挙動により、種々に表示態様が変化されるものとする。
【０１２８】
〔５－１１．画像提供の取り決め〕
　上記の実施形態では、分配部１３９が、生成部１３６によって生成された広告コンテン
ツを端末装置１０に配信することで得られた収益の一部を、配信された広告コンテンツに
含まれる画像を提供した画像投稿者に分配する例を示した。
【０１２９】
　しかし、広告装置１００と画像提供装置２０との間での画像提供における料金体系は上
記に限られない。例えば、広告装置１００に対する画像の提供に関する契約としては、画
像提供装置２０が保持する画像を所定の期間利用するための期間使用料を支払う契約とし
てもよい。例えば、広告装置１００側は、１カ月の画像使用料として所定の金額を画像提
供装置２０側（例えば、画像提供装置２０の運営者）に支払うような契約によって、画像
の提供を受けるように取り決めてもよい。
【０１３０】
〔５－１２．その他〕
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　また、上記実施形態において説明した各処理のうち、自動的に行われるものとして説明
した処理の全部または一部を手動的に行うこともでき、あるいは、手動的に行われるもの
として説明した処理の全部または一部を公知の方法で自動的に行うこともできる。この他
、上記文書中や図面中で示した処理手順、具体的名称、各種のデータやパラメータを含む
情報については、特記する場合を除いて任意に変更することができる。
【０１３１】
　また、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示
の如く構成されていることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は図
示のものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意
の単位で機能的または物理的に分散・統合して構成することができる。
【０１３２】
　例えば、図２に示した広告コンテンツ記憶部１２１や、画像記憶部１２２や、広告フォ
ーマット記憶部１２３や、配信実績記憶部１２４は、広告装置１００が保持せずに、スト
レージサーバ等に保持されてもよい。この場合、広告装置１００は、ストレージサーバに
アクセスすることで、広告コンテンツや、画像や、広告コンテンツのフォーマット等を取
得する。
【０１３３】
　また、例えば、上述してきた広告装置１００は、端末装置１０から広告リクエストを受
け付けたり、広告コンテンツを配信したりといった、ユーザとのやりとりを中心に実行す
るフロントエンドサーバ側と、広告コンテンツの生成処理などを実行するバックエンドサ
ーバ側に分散されてもよい。すなわち、広告装置１００は、広告コンテンツの配信処理は
行わず、生成部１３６による広告生成処理のみを行う広告生成装置であってもよい。この
場合、広告生成装置は、少なくとも入稿受付部１３１や配信部１３７を有しない。そして
、入稿受付部１３１や配信部１３７を有する所定の広告配信装置が、広告生成装置によっ
て生成された広告コンテンツを端末装置１０に配信する。
【０１３４】
　また、上記実施形態において説明した各処理のうち、画像の抽出処理として説明した処
理の全部または一部を、テキスト広告や広告コンテンツのフォーマットの選出及び抽出処
理にも適用できる。
【０１３５】
〔５－１３．ハードウェア構成〕
　また、上述してきた実施形態に係る広告装置１００は、例えば図９に示すような構成の
コンピュータ１０００によって実現される。図９は、広告装置１００の機能を実現するコ
ンピュータ１０００の一例を示すハードウェア構成図である。コンピュータ１０００は、
ＣＰＵ１１００、ＲＡＭ１２００、ＲＯＭ１３００、ＨＤＤ１４００、通信インターフェ
イス（Ｉ／Ｆ）１５００、入出力インターフェイス（Ｉ／Ｆ）１６００、及びメディアイ
ンターフェイス（Ｉ／Ｆ）１７００を有する。
【０１３６】
　ＣＰＵ１１００は、ＲＯＭ１３００又はＨＤＤ１４００に格納されたプログラムに基づ
いて動作し、各部の制御を行う。ＲＯＭ１３００は、コンピュータ１０００の起動時にＣ
ＰＵ１１００によって実行されるブートプログラムや、コンピュータ１０００のハードウ
ェアに依存するプログラム等を格納する。
【０１３７】
　ＨＤＤ１４００は、ＣＰＵ１１００によって実行されるプログラム、及び、かかるプロ
グラムによって使用されるデータ等を記憶する。通信インターフェイス１５００は、通信
網５００（ネットワークＮに対応する）を介して他の機器からデータを受信してＣＰＵ１
１００へ送り、また、通信網５００を介してＣＰＵ１１００が生成したデータを他の機器
へ送信する。
【０１３８】
　ＣＰＵ１１００は、入出力インターフェイス１６００を介して、ディスプレイやプリン
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タ等の出力装置、及び、キーボードやマウス等の入力装置を制御する。ＣＰＵ１１００は
、入出力インターフェイス１６００を介して、入力装置からデータを取得する。また、Ｃ
ＰＵ１１００は、入出力インターフェイス１６００を介して生成したデータを出力装置へ
出力する。
【０１３９】
　メディアインターフェイス１７００は、記録媒体１８００に格納されたプログラム又は
データを読み取り、ＲＡＭ１２００を介してＣＰＵ１１００に提供する。ＣＰＵ１１００
は、かかるプログラムを、メディアインターフェイス１７００を介して記録媒体１８００
からＲＡＭ１２００上にロードし、ロードしたプログラムを実行する。記録媒体１８００
は、例えばＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc）、ＰＤ（Phase　change　rewritable　D
isk）等の光学記録媒体、ＭＯ（Magneto-Optical　disk）等の光磁気記録媒体、テープ媒
体、磁気記録媒体、または半導体メモリ等である。
【０１４０】
　例えば、コンピュータ１０００が広告装置１００として機能する場合、コンピュータ１
０００のＣＰＵ１１００は、ＲＡＭ１２００上にロードされたプログラムを実行すること
により、制御部１３０の機能を実現する。また、ＨＤＤ１４００には、記憶部１２０内の
各データが格納される。コンピュータ１０００のＣＰＵ１１００は、これらのプログラム
を記録媒体１８００から読み取って実行するが、他の例として、他の装置から通信網５０
０を介してこれらのプログラムを取得してもよい。
【０１４１】
〔６．効果〕
　上述してきたように、実施形態に係る広告装置１００は、ウェブページ（コンテンツの
一例）に含まれる広告枠に表示される対象として受け付けられたテキスト広告（第１コン
テンツの一例）に関連する画像（第２コンテンツの一例）であって、テキスト広告の広告
主以外の提供主によって提供される画像を抽出する画像抽出部１３５（抽出部の一例）と
、テキスト広告と画像抽出部１３５により抽出された画像とを組み合わせることによって
、広告枠に表示される新たな広告コンテンツ（第３コンテンツの一例）を生成する生成部
１３６とを有する。
【０１４２】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、テキスト広告Ｃ１１の広告主が入稿す
る画像付き広告コンテンツや、テキスト広告Ｃ１１をクリックした場合のリンク先のラン
ディングページ等がユーザに与える印象とは異なった、目新しい印象を与える広告コンテ
ンツＧ０１を生成することができる。すなわち、実施形態に係る広告装置１００は、多様
性のある広告コンテンツを生成することができる。
【０１４３】
　また、実施形態に係る広告装置１００は、所定のコンテンツの取得要求を受信する広告
要求受信部１３２（受信部の一例）と、広告要求受信部１３２により取得要求が受信され
た場合に、生成部１３６により生成された新たな広告コンテンツを所定のコンテンツとし
て配信する配信部１３７とを有する。
【０１４４】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、端末装置１０から送信されるリクエス
トに対応する広告コンテンツであって、新たに生成された多様性のある広告コンテンツを
端末装置１０に配信することができる。このため、実施形態に係る広告装置１００は、端
末装置１０のユーザに対応する内容の広告コンテンツを端末装置１０のユーザに配信する
ことができるので、広告効果を向上させることができる。
【０１４５】
　また、配信部１３７は、テキスト広告の広告主が、入稿したテキスト広告と任意の画像
とが組み合わされて配信されることについて承諾している場合に、生成部１３６により入
稿されたテキスト広告と任意の画像とが組み合わされて生成された新たな広告コンテンツ
を所定のコンテンツとして配信する。
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【０１４６】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、広告主の意向に沿った形で、テキスト
広告と画像とが組み合わされた新たな広告コンテンツを生成し、配信することができる。
【０１４７】
　また、画像抽出部１３５は、複数の画像の中から、テキスト広告が属するカテゴリと各
画像との関連性に基づいて、新たな広告コンテンツを生成するための画像を抽出する。具
体的には、画像抽出部１３５は、テキスト広告が属するカテゴリに関連付けられたキーワ
ードと、各画像に関連付けられたキーワードとの関連性に基づいて、新たな広告コンテン
ツを生成するための画像を抽出する。
【０１４８】
　このように、実施形態に係る広告装置１００は、テキスト広告と関連性のある画像を抽
出するので、ユーザに対して訴求力のあると想定される画像や、意匠的に優れた画像を伴
う広告効果の高い広告コンテンツを生成できる。
【０１４９】
　また、画像抽出部１３５は、新たな広告コンテンツの配信先となる端末装置１０のユー
ザに関する情報、又は、ウェブページに含まれる情報に基づいて、新たな広告コンテンツ
を生成するための画像を抽出する。
【０１５０】
　このように、実施形態に係る広告装置１００は、ユーザの興味や嗜好を加味した上で新
たな広告コンテンツの生成に用いる画像を抽出する。これにより、生成された広告コンテ
ンツは、ユーザの注目を集めやすくなるので、高い広告効果が期待できる。
【０１５１】
　また、実施形態に係る広告装置１００は、生成した新たな広告コンテンツの評価に関す
る評価情報を取得する評価取得部１３８をさらに有する。具体的には、評価取得部１３８
は、評価情報として、新たな広告コンテンツの配信先となる端末装置１０のユーザによっ
て当該新たな広告コンテンツが選択される回数、又は、ウェブページにおける広告枠に新
たな広告コンテンツが表示されることでテキスト広告の広告主が得た利益に関する情報を
取得する。
【０１５２】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、生成した新たな広告コンテンツについ
ての評価を取得することができるので、テキストのみで構成された広告コンテンツと、新
たな広告コンテンツとの広告効果の比較をすることができる。実施形態に係る広告装置１
００は、例えば、比較した広告効果の結果を広告主に提示することができる。このため、
実施形態に係る広告装置１００によれば、広告主は、広告コンテンツの広告効果を正確に
認識することができる。
【０１５３】
　また、画像抽出部１３５は、評価取得部１３８により取得された評価情報に基づいて、
過去に生成した広告コンテンツのうち評価が高い広告コンテンツに含まれる画像ほど優先
的に抽出する。
【０１５４】
　このように、実施形態に係る広告装置１００は、広告コンテンツの生成処理を繰り返す
過程において、ユーザの関心を引き付ける効果のある画像を優先的に抽出していくので、
抽出される画像をより効果の高いものに最適化していくことができる。
【０１５５】
　また、生成部１３６は、予め決められている複数の形式のいずれかの形式によりテキス
ト広告と抽出された画像とを組み合わせることによって広告コンテンツを生成し、評価取
得部１３８により取得された評価情報に基づいて、過去に生成した広告コンテンツのうち
評価が高い広告コンテンツに対応する形式ほど優先的に用いて新たな広告コンテンツを生
成する。
【０１５６】
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　このように、実施形態に係る広告装置１００は、テキストと、抽出された画像とを種々
のフォーマットで組み合わせることで広告コンテンツを生成する。このため、実施形態に
係る広告装置１００は、同じテキストと画像から生成される広告コンテンツであっても、
異なるフォーマットにより組み合わせることで、見た目の印象の新しさを失わせずに広告
コンテンツを生成することができる。さらに、実施形態に係る広告装置１００は、上記と
同様に、広告コンテンツの生成処理を繰り返す過程において、ユーザの関心を引き付けや
すいフォーマットを優先的に採用していくので、生成される広告コンテンツをより広告効
果の高いものに最適化していくことができる。
【０１５７】
　また、生成部１３６は、評価取得部１３８により取得された評価情報に基づいて、過去
に生成した広告コンテンツのうち評価が高い広告コンテンツと同一又は類似の新たな広告
コンテンツを生成する。
【０１５８】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、上記と同様に、広告コンテンツの生成
処理を繰り返す過程において、広告効果の高い過去の広告コンテンツを把握したうえで新
たに広告コンテンツを生成するので、より広告効果の高い広告コンテンツを生成していく
ことができる。このように、実施形態に係る広告装置１００は、新たに生成する広告コン
テンツの広告効果を最適化していくことができる。
【０１５９】
　また、生成部１３６は、テキスト広告と、予め決められている複数の形式のいずれかの
形式に対応するように加工された画像とを組み合わせることによって新たな広告コンテン
ツを生成する。
【０１６０】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、広告コンテンツの生成処理に係る処理
負担を軽減させることができる。このため、実施形態に係る広告装置１００は、広告コン
テンツの生成処理にかかる時間を短縮することができる。
【０１６１】
　また、実施形態に係る広告装置１００は、生成部１３６によって生成された広告コンテ
ンツが所定の端末装置１０に配信されることで得られた収益の一部を、抽出された画像を
提供した提供主に分配する分配部１３９をさらに有する。
【０１６２】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、更に優れた画像を多数投稿しようとす
るモチベーションを画像投稿者に与えることができる。結果として、実施形態に係る広告
装置１００は、広告コンテンツの生成に用いることができる優れた画像の数を増やすこと
ができるので、より意匠的に優れ、ユーザの関心を惹きつけやすい広告コンテンツの生成
をすることができる。
【０１６３】
　また、画像抽出部１３５は、テキスト広告に関連する画像であって、所定の審査を経た
画像を抽出する。生成部１３６は、テキスト広告と所定の審査を経た第２コンテンツとを
組み合わせることによって、新たな広告コンテンツを生成する。
【０１６４】
　このように、実施形態に係る広告装置１００は、審査を経た画像を用いて新たな広告コ
ンテンツを生成するので、テキスト広告の広告主以外の提供主によって提供される画像を
利用して新たな広告コンテンツを生成する場合であっても、広告媒体として適切なコンテ
ンツの生成を担保することができる。
【０１６５】
　また、画像抽出部１３５は、過去に抽出した画像から、テキスト広告に関連する画像で
あって、テキスト広告の広告主以外の提供主によって提供される画像を抽出する。
【０１６６】
　これにより、実施形態に係る広告装置１００は、広告コンテンツの生成処理において、
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多くの候補となる画像群から適切な画像を抽出することができるので、生成する広告コン
テンツの多様性を確保することができる。
【０１６７】
　以上、本願の実施形態のいくつかを図面に基づいて詳細に説明したが、これらは例示で
あり、発明の開示の欄に記載の態様を始めとして、当業者の知識に基づいて種々の変形、
改良を施した他の形態で本発明を実施することが可能である。
【０１６８】
　また、上述した広告装置１００は、複数のサーバコンピュータで実現してもよく、また
、機能によっては外部のプラットフォーム等をＡＰＩ（Application　Programming　Inte
rface）やネットワークコンピューティングなどで呼び出して実現するなど、構成は柔軟
に変更できる。
【０１６９】
　また、特許請求の範囲に記載した「部（section、module、unit）」は、「手段」や「
回路」などに読み替えることができる。例えば、生成部は、生成手段や生成回路に読み替
えることができる。
【符号の説明】
【０１７０】
　　　１　広告生成システム
　　１０　端末装置
　　２０　画像提供装置
　１００　広告装置
　１３１　入稿受付部
　１３２　広告要求受信部
　１３３　広告選出部
　１３４　画像取得部
　１３５　画像抽出部
　１３６　生成部
　１３７　配信部
　１３８　評価取得部
　１３９　分配部
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